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茨城史料ネット代表　高橋　修


6、捨てられていた文書箪笥
　
　9月20日、茨城史料ネットは被災資料の確認調査継続のため、急きょ近隣県の史料ネットに救援を頼むことになった。千葉資料救済ネット・神奈川資料ネットに応援を要請し、経験豊かなメンバーを補充することができた。いずれの団体も、東日本大震災後のレスキュー活動でも支援していただいている、頼もしい「隣人」である。
　確認調査3日目。残る調査区は、三妻駅から中妻駅にかけての東方、八間堀川が南北に流れ下る流域から小貝川右岸にかけての地域である。二班に分かれて、添田仁先生のグループは北半分、私の班は南半分を担当した。このあたりは鬼怒川から流れ込み、八間堀川から溢れた水がたまり、それが最後まで抜けなかった地帯だ。「新田」のつく地名も多く、近世に低湿地が開拓された地域が含まれるのだろう。
　小貝川右岸に沿って調査を開始する。この日は朝から、不審者への注意を促す防災無線が途切れることなく流れている。被災地では、空き巣狙いや悪徳業者の勧誘による被害が出始めていた。そんななか「古いものありませんか？」と尋ね歩く我々は、不審者そのもの。まず身分証を示し、その誤解を解いてから、交渉を始めなければならない。川崎町の三軒のお宅を訪ねるが、いずれも浸水被害は軽微で、敷地内の納屋が水につかった程度。小貝川を背負うあたりは自然堤防上に旧集落が展開しているためか、浸水が及んでいないのだ。
　そこから八間堀川沿いに移ると、状況は一変する。区画整理された農道沿いには、廃棄物が築地のように高く積まれていた。公民館や集落センターの庭もゴミの山だ。水田の中を走る道路は、アスファルトが田の中に落ちている。水流によって下から押し上げられ、浮き上がって落ちたのだろう。流れる水のすさまじい威力を感じる。家屋はどれも泥まみれだ。浸水は2メートル以上の高さにまで及んでいた。
　目的とした八間堀川に近い一軒に入る。若い家族が片づけの最中だった。まだ新しい家屋が泥だらけ。玄関先にいた子供にお父さんを呼んでもらう。来意を告げ、お見舞いの言葉をかける。家具を引きずり出す手を止めて丁寧に対応してもらえたが、古文書の所在はわからなかった。隣から奥さんが、「市に預けたような、寄贈したような記憶がある」と答えてくれた。別れ際に「今だから、こういう調査も必要なんだよな、頑張って」とかえってこちらの方が励まされる。
　午前の調査を終えて水海道駅前に戻ると、添田班から連絡が入る。小貝川沿いの被害は軽微だが、八間堀川沿いに移ると、やはり被害は大きいようだ。そこで廃棄されている文書箪笥を発見、中には古文書が満載の状態。尋ねてみると調査対象の旧家から出たものであることが判明した。お宅の人によると、他にも被災した古文書があるとのこと。午後は二班一体となり、この三坂新田町I家の資料レスキューにあたることになった。
（転載歓迎、　つづく）

【付記】今回の被災資料所在調査には、多くの研究者・学生が参加していますが、この「私記」の中には、諸般の事情により、茨城史料ネット執行部のメンバーのみ実名で表記しています。3日間の調査、事後の作業にご参加・ご支援いただいた皆様に、心より御礼申し上げます。

⇒関東・東北豪雨災害による資料レスキューに関するお問い合せは、

茨城史料ネット　代表　高橋修（osamu.takahashi.nzn@vc.ibaraki.ac.jp）まで

----------------------------------------------------------------------
[茨城史料ネットの活動資金の御支援のお願い]

当会の文化財・歴史資料の救済・保全活動を御支援ください。下記の通り、郵便振替にてのご送金をお願い申し上げます。

［加入者名］茨城史料ネット　［口座番号］00190-2-672263
----------------------------------------------------------------------


********************************
茨城史料ネットワーク事務局　
 茨城大学人文学部添田仁研究室
E-Mail：hitoshi.soeda.carp@vc.ibaraki.ac.jp
★メールアドレスが変更になりました！
********************************

